




















科論集』第 57号 p.89-106 
渡辺芳郎 2004「近世薩摩焼の窯構造」『金沢
























































































































































『研究紀要』第 7号 p27-32 
山田雄久 1994「幕末期陶磁器産地問屋の経営
－肥前国有田皿山河内家の販売活動について
－」『大阪大学経済学』第 43巻第 2・3・4
号 p49-59 
 
考古学生活２０年－後輩諸氏へのメッセージ 
北村圭弘（滋賀県文化財保護協会）  
  今から思うと、私の考古学生活の出発点は
３回生のときにあったようです。当時たずさ
わっていた石川県能美窯跡群の分布調査のな
かで、瓦陶兼業である湯屋窯跡に接したこと
から、現在もメインの研究テーマである古代
瓦に興味をもつようになりました。それは昭
和６０年（１９８５）のことですから、私の
考古学生活は今年でちょうど満２０年を迎え
ることになります。  
 卒論では近江の古代寺院を研究テーマとし、
学部卒業とともに出身地の滋賀県に戻りまし
た。（財）滋賀県文化財保護協会勤務を振り
出しに滋賀県教育委員会安土城郭調査研究所、
 －4－ 
